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Fe石灰ライト     ～ 泥土・発生土用土質改良材 ～

Fe石灰改良基礎工法  ～ Fe石灰処理土を用いた基礎地盤補強工法 ～

Fe石灰ライト
○概要

Fe 石灰ライトは、生石灰と酸化鉄をベースにした非セメント
系の土質改良材で、高含水比の泥土や建設発生土などの軟弱土の
改良に優れた効果を発揮するだけでなく、酸化鉄の化学変化によ
って改良土の再生効果で盛土材としての再利用が可能である。

○期待される効果
①Fe 石灰ライトは、セメントを含まない固化材であるため
六価クロムの問題がなく、従来工法（生石灰）に比べ少な
い添加量で強度の発現が見られ、破砕によ
る強度低下の問題を改善し再生効果を高め
た土質改良材です。
②Fe 石灰ライトによる土質改良は、従来工
法に比べ、長期に強度の増進が見られま
す。
Fe石灰改良基礎工法
○概要

Fe石灰改良基礎工法は、擁壁等
の構造物の基礎地盤をFe石灰処理
層で構築することで直接基礎による
設置を可能にした技術であり、弾性
的な支持地盤により構造物の設置に
よる地盤のたわみ量や鉛直地盤反力
度を許容値以下に低減させる。
○期待される効果
①Fe石灰改良基礎工法は、Fe石灰
処理土による弾性的な支持地盤によ
り、原地盤が特に軟弱な場合には造
成厚を薄くする効果がある。
②Fe石灰処理土が弾性的な支持地盤効果を発揮するため、上部に
設置する土木構造物の不同沈下を抑制する。
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セメント改良 軟弱土1.7ｍ

従来工法（セメント系固化材による地盤改良工法）

Fe石灰処理土
軟弱土

0.9ｍ

新技術（Fe石灰改良基礎工法）

★擁壁寸法 壁高 ：2.50m

底盤長：1.75m
★改良深さ･幅 深さ ：1.70m

幅 ：5.15m

土質条件

・粘性土
・Ｎ値＝3
・C=18kN/m2

・φ=0°

★擁壁寸法 壁高 ：2.50m

底盤長：1.75m
★改良深さ･幅 深さ ：0.90m

幅 ：3.55m

土質条件

・粘性土
・Ｎ値＝3
・C=18kN/m2

・φ=0°

土槽の基礎（長崎市）

補強土壁工の基礎
（長崎県）

混合状況 盛土施工状況

稗の坂線外 1道路改良工事（盛土材）


